
年次有給休暇

活 用レポート

　厚生労働省　 埼玉労働局　 秩父労働基準監督署
　秩父市 　　横瀬町 　　皆野町 　　長瀞町 　　小鹿野町

一般社団法人 秩父地区労働基準協会

地域の特性を活かして！

年次有給休暇を活用して秩父夜祭など

地域のイベントに参加しましょう

秩父地域の皆様へ

OTTNN
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２.秩父地域で休暇取得にむけた環境づくりに取り組みました

１.なぜ年次有給休暇の取得が必要なの？

　厚生労働省では、平成２６年度、秩父市・横瀬町・皆野町・長瀞町・小鹿野町と
連携を図りながら、地域における休暇取得促進の働きかけを行う「地域の特性を活か
した休暇取得促進のための環境整備事業」を行いました。
　地域内の小中学校が学校休業日（全日または半日）となる12月3日の秩父夜祭
（本祭）や11月14日の埼玉県民の日を重点実施日とし、これに合わせて、年次有給
休暇を活用して家族と触れ合う時間を作っていただくなど、仕事と生活の調和（ワー
ク・ライフ・バランス）の実現に向けた環境づくりを支援しました。

事業場への周知・啓発 地域への周知・啓発

労務管理の専門家が
　　　　　地域の事業場を訪問

　社会保険労務士が秩父地域の事業場を訪問し、日
頃の年休取得状況のヒアリング、重点実施日の休暇
取得や計画的休暇取得等の働きかけを行いました。
　重点実施日に従業員に年休の取得を奨励、事業場
全体を休業日にする等の効果がありました。

秩父地域の関係者による
　　　　　　連絡会議の開催

年次有給休暇家族 地域
年次有給休暇を活用して家族と地域の時間をつくりましょう！

秩父夜祭の本祭に
合わせて休暇を設定
しましょう。

埼玉県民の日に合わせて休暇を設定しましょう。
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小中学校の
休業日

１１月１４日（金）は埼玉県民の日

１２月３日は秩父夜祭の本祭
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http://www.jmar.co.jp/nenjiyukyu/
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１１月１４日（金）は埼玉県民の日 １２月３日は秩父夜祭の本祭

http://www.jmar.co.jp/nenjiyukyu/

厚生労働省は、秩父地域の皆様と連携を図りながら、地域における
休暇取得促進の働きかけを行う「地域の特性を活かした休暇取得促
進のための環境整備事業」を行います。
地域内の小・中学校が学校休業日（全日または半日）となる12月3日
に行われる秩父夜祭の本祭、11月14日の埼玉県民の日に合わせて、
年次有給休暇を活用して家族と触れ合う時間を作っていただくなど、
仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現を図りましょう。

具　体　的　な　取　組　内　容

　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）
の実現のためには、労働時間や休日数、年次有給
休暇の取得状況など、従業員の健康と生活に配
慮し、多様な生き方に対応したものへ改善するこ
とが重要です。

年次有給休暇の
取得促進

社員にも会社にも
メリット

▲〔　　〕〔　　 〕
◇労働者のストレス増加

◇職場の雰囲気の悪化

◇残業などのコストの増加

◇労働者のストレス増加

◇職場の雰囲気の悪化

◇残業などのコストの増加

年次有給休暇をしっかりと
取得できないと･･･

☆仕事の生産性向上！

☆企業イメージの向上！

☆優秀な人材の確保！

☆仕事の生産性向上！

☆企業イメージの向上！

☆優秀な人材の確保！

計画的な年次有給休暇の
取得により･･･



取組後のアンケート調査により、秩父地域の休暇の現状と今後の方向性についてまとめました。

　アンケート調査結果から、年休取得がもたらすメリットについて理解がある一方、計画的付与制度の導入、
互いに助け合えるような職場環境の改善、休暇を取得しやすい環境づくりなどが課題となっています。
　少子高齢化による労働力人口の減少が予想される中、育児や介護などの事情を抱える人が働き続けられる
環境をつくることが、今後より重要になってきます。
　このため、日頃からの業務平準化への取組に加えて、仕事の進め方の工夫や、仕事を分担できるような取
組などが求められます。現行の働き方や休暇の過ごし方などについて労使間で問題を共有し、話し合う機会
をつくることも重要です。
　また、休暇取得を含め、働きやすい環境づくりについて、地域が一体で取組むことが重要です。地域ぐる
みで取組めば、賛同する企業も増えてくるとともに、若い人が地域に定着できる環境づくりにもつながります。
　ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた取組を官民と地域が一体で実践し、働く人にやさしく、住みや
すいまち『ちちぶ』を目指しましょう。

％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.8 55.8 25.4 11.6 1.4事業場

11.5 54.4 23.4 10.4 0.3従業員

大いにきっかけ
になる

ある程度きっかけ
になる

あまりきっかけ
にならない

きっかけに
ならない

無回答

本事業が年休取得促進の
きっかけになりましたか

　事業場、従業員双方の６割以上が、本事業
の実施が、年間を通じた年休取得促進の
きっかけになると回答しました。
　今後も継続的に休暇取得促進の働きかけ
を行っていくことが効果的であるといえます。

3

重点実施日の取組状況は

　重点実施日に向けて何らかの取組を
行った事業場は、秩父夜祭（12月3日）
で約７割、県民の日（11月14日）で約 4
割となりました。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65.2 25.4 9.4秩父夜祭

3.642.1 54.3埼玉県民の日

当該取組の実施状況

行った 行っていない その他

1

年休を取得することの
メリットは

　事業場、従業員ともに、「心身の健康
につながる」、「モチベーションが向上す
る」、「社内の雰囲気が良くなる」、「仕事
の効率が上がる」という回答が多くみら
れました。
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従業員の心身の健康に繋がる

従業員のモチベーションが向上する

社内の雰囲気が良くなる

仕事の効率が上がる

特にメリットを感じられない

優秀な人材が集まる

社内の人間関係が良くなる

事業場

従業員

2
37.7 

70.3 

従業員が年次有給休暇を取得することのメリット（複数回答）

本事業が年次有給休暇取得促進のきっかけになるか

３.今後の方向性について



休暇取得に向けた環境づくりに取組みましょう！！

　年次有給休暇の付与日数のうち、5 日を除いた残りの日
数については、労使協定を結べば、計画的に休暇取得日を
割り振ることができる制度です。（労働基準法 39 条 6 項）
　この制度を導入することによって、休暇取得の確実性が
高まり、労働者にとっては予定した活動を行いやすく、事
業主にとっては計画的な業務運営が可能になります。

こんな活用があります！

経営のトップによる社内への
休暇取得推進の呼びかけ

管理者が率先して休暇取得 労働組合等による企業、
労働者への働きかけ

休暇の取得促進に向けて、労使が協力して取組むことが必要です。具体的には、

計画的な取得のために、事業場全体の年間計画に、年次有給休暇を組み込みましょう

働き方･休み方改善ポータルサイトを活用して、働き方改革に
取り組みませんか。地域における休暇取得促進も掲載しています。

http://work-holiday.mhlw.go.jp

平成２６年度地域の特性を活かした休暇取得促進のための環境整備事業（厚生労働省委託事業）
  問い合わせ先　株式会社日本能率協会総合研究所　東京都港区芝公園 3-1-22　TEL:03-3578-7947

◆年次有給休暇の計画的付与制度とは

1 2 3

秩父地域ではこんな取組をしている事業場があります。

年次有給休暇の 「計画的付与制度」 を活用しましょう！

15 日 5 日

事業主が計画的に付与できる 従業員が自由に
取得できる

　次年度のカレンダーを前年度の 11 月位に作成
する際に、年休の計画的付与日数 3 日間を秩父
事業所版のカレンダーに組み込んでいます。
　年休の3日間の使い方としては、夏のお盆期間
の土日、年末年始、5月のゴールデンウィーク等
に繋げて、連続して休めるようにしています。

年休の計画的付与
　作業班内での移動ができるように、専従では
なく、多能工化し、ある作業班で人手が足りなく
なると、応援ができる体制を作っています。その
ため、年休を取得しやすい雰囲気があります。
　また、年休の取得が少ない人には個人面談の
際、取得に向けた働きかけを行っています。

応援体制作り

　年次有給休暇取得率 100% を目指して、各人
の取得状況をチェックしたり、定期的な研修の際
に健康管理の重要性をテーマにして年休取得の
働きかけを行っています。
　一部の部門では、週・月のミーティングの際に
上司が従業員に対して年休取得の予定を出すよ
うに働きかけています。

年休の取得状況把握
　今年度から、各職員が月１日を目安に年休を取
得できるようにシフトを組むことを部門責任者に
指示しています。
　来年度は職員全員が年間 15 日取得すること
を目標にしています。

年休取得目標の設定

事
業
主

◆導入のメリット

従
業
員

労務管理がしやすく計画的
な業務運営が出来ます。

ためらいを感じずに、年次
有給休暇を取得できます。

（例）年次有給休暇の付与日数が 20日の従業員の場合
付与日数から5日を
除いた残りの日数を

計画的付与の対象にできます
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連続休暇

年休（秩父夜祭） 年休候補日

４.あなたの職場でも取り組んでみませんか？

秩
父
夜
祭
に
合
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を
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し
ま
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う
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